
やないづ
みらい創生。ひと・ゆめ・れきしをつなぐまち

広

報

Y A N A I Z U

３
2024 Vol.672

表紙／鳥追い・提灯行列（２月３日・会津やないづ冬まつり）

＜今月の内容＞
02　地域の宝
04　YANAIZU NEWS LETTER
10　柳津町からのお知らせ
11　ほけんだより
12　情報プラザ　ほか



02

柳
津
人
の
ル
ー
ツ
を
追
う

柳
津
の
歴
史
、
柳
津
人
の
祖
先
の
歴
史
は
ど
こ
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

柳
津
町
内
に
は
計
十
二
箇
所
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
分

布
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
六
十
二
年
と
平
成
七
年
に
行
わ

れ
た
石
生
地
区
近
く
の「
石
生
前
遺
跡
」の
発
掘
調
査
が
、

そ
の
答
え
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

遺
跡
は
今
か
ら
約
五
千
年
前
の
ム
ラ
で
、
考
古
学
と
い
う

学
問
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
中
頃
と
呼
ぶ
時
期
に
あ
た
り

ま
す
。
遅
く
と
も
約
五
千
年
前
に
柳
津
に
は
人
が
集
落
を
営

み
な
が
ら
住
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

整理中に発見された池ノ尻遺跡人体像把手付土器

整理後のやないづ縄文館２階の土器収蔵庫

地
域
の
宝
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数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
石
生
前
遺
跡
は
只
見
川
流
域
最

大
級
の
拠
点
的
な
ム
ラ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
六
年
に
は
遺
跡
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、

出
土
遺
物
は
福
島
県
指
定
重
要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

縄
文
の
宝
庫
の
ま
ち

一
昨
年
六
月
か
ら
石
生
前
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の

再
整
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
ま
で
報
告
さ
れ
て
い

な
い
縄
文
人
の
指
の
痕
を
残
す
土
器
や
人
面
を
表
し
た
把

手
な
ど
新
発
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
八
月
に
は
細
越
地
区

に
あ
る「
池
ノ
尻
遺
跡
」か
ら
、
向
か
い
合
う
一
対
の
土
偶

が
付
い
た「
人
体
像
把
手
付
土
器
」が
発
見
さ
れ
、
マ
ス
コ

ミ
で
も
報
道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
全
国
的
に
大
き
な
話
題
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
に
開

催
さ
れ
た「
奥
会
津
の
縄
文
展
」に
は
遠
く
九
州
・
四
国
を

含
め
全
国
各
地
か
ら
約
三
千
人
の
方
々
が「
や
な
い
づ
縄

文
館
」を
訪
れ
、
柳
津
の
縄
文
文
化
に
感
銘
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
十
二
月
に
は
文
化
庁
の
考
古
資
料
部
門
の

調
査
官
が
石
生
前
遺
跡
の
遺
物
と
現
地
を
視
察
し
、
遺
物

は
国
の
重
要
文
化
財
に
値
す
る
、
と
の
極
め
て
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
の
整
理
作
業
で
石
生
前
遺

跡
の
価
値
の「
見
え
る
化
」が
成
功
し
、
ま
た
多
く
の
新
発

見
資
料
の
登
場
に
よ
っ
て
、
柳
津
町
は
改
め
て「
縄
文
の

宝
庫
」と
呼
べ
る
地
域
と
な
っ
た
の
で
す
。
今
後
整
理
作

業
を
継
続
し
、
さ
ら
な
る
価
値
の
底
上
げ
と
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

石
生
前
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
竪
穴
住
居
跡
が
少
な
く

と
も
四
十
四
軒
以
上
、
多
く
の
貯
蔵
用
の
土
坑（
穴
）、
そ

し
て
約
七
百
箱
分（
七
ト
ン
）と
い
う
膨
大
な
量
の
土
器
や

土
偶
、
新
潟
県
産
の
ヒ
ス
イ
を
含
む
石
製
品
や
石
器
も
多

数
見
つ
か
り
ま
し
た
。
土
器
の
中
に
は
会
津
と
新
潟
・
北

陸
・
東
関
東
な
ど
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
が

文化庁調査官（中央）による
石生前遺跡出土品の視察（2023年12月12日）

会津柳津学園中学校との連携授業
～石器で魚を切る。（やないづ縄文館）

▶︎
約
四
千
～
五
千
年
前
の
柳
津
人
の
顔
・
顔
・
顔
？

　（
す
べ
て
石
生
前
遺
跡
出
土
）

今
後
も
町
の
宝
で

あ
る「
縄
文
」が
町
の

未
来
に
向
け
て
活
用

を
進
め
る
た
め
に

は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
や
関
心
の

高
ま
り
が
必
要
で

す
。
や
な
い
づ
縄
文

館
で
整
理
作
業
は
続

い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
見
学
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
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Y A N A I Z U
NEWS LETTER

柳津町の出来事（～２月初旬）

警察業務に寄与し、感謝状が贈呈されました！01

会
津
柳
津
学
園
中
学
校

で
は
、
会
津
坂
下
警
察
署

か
ら
、
生
徒
が
少
年
の
非

行
防
止
や
犯
罪
被
害
防
止

を
呼
び
掛
け
る
広
報
活
動

の
依
頼
を
受
け
、「
ば
ん
げ

Ｃク

ラ

イ

ム

ｒ
ｉ
ｍ
ｅ
バ
ス
タ
ー
ズ
」

と
称
し
た
生
徒
会
役
員
が

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
広
報

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
讃
え

ら
れ
、
12
月
20
日（
水
）に

会
津
坂
下
警
察
署
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
非
行
防
止
や

犯
罪
被
害
防
止
の
た
め

に
、
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
そ
う
で
す
。
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メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
大
谷
翔

平
選
手
が
日
本
の
小
学
校
へ
グ
ロ
ー
ブ
を

寄
贈
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
つ
い
に
柳
津
町
に
も
届
き
ま
し
た
。

こ
の
グ
ロ
ー
ブ
は
、
１
月
１１
日（
木
）に
町

教
育
委
員
会
へ
届
き
、
後
日
、
柳
津
小
学

校
と
西
山
小
学
校
へ
３
個
ず
つ
贈
ら
れ
ま

し
た
。
学
校
で
グ
ロ
ー
ブ
が
紹
介
さ
れ
た

際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で

い
た
様
子
で
し
た
。
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
贈
っ
て
く
れ
た
大
谷
選
手
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

“野球しようぜ！” 大谷翔平選手からグローブが届きました！02

～～同封された大谷翔平選手からの手紙～～（以下原文のとおり）

ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー、
大谷翔平です。

この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持って
もらうために立ち上げたプログラムをご紹介するためのものです。

この３つの野球グローブは学校への寄付となります。
それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気
づけるためのシンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそ
が、私が充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツだからです。

このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、
私からのこの個人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただけ
れば幸いです。

この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。
貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。

野球しようぜ。

大谷翔平

西 山 小

柳 津 小
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〜
目
指
す
子
ど
も
の
姿
を
策
定
し
ま
し
た
〜

１
月
１８
日（
木
）、
第
４

回
や
な
い
づ
学
校
運
営
協

議
会
が
ふ
れ
あ
い
館
で
開

催
さ
れ
、
第
１
回
か
ら
検

討
を
重
ね
て
き
た「
目
指
す

子
ど
も
の
姿
」に
つ
い
て
ま

と
め
ま
し
た
。

目
指
す
子
ど
も
の
姿
は
、

地
域
で
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
か
、
何

を
実
現
し
て
い
く
か
と
い
う
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
す
る
も
の
で
あ
り
、「
学
び
」「
心
」「
体
」「
郷
土
愛
」

と
い
う
４
つ
の
観
点
に
お
い
て
、
や
な
い
づ
っ
子
と

し
て
身
に
付
け
て
ほ
し
い
姿
を
掲
げ
た
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

今
後
、
や
な
い
づ
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
目
指

す
子
ど
も
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
に
、学
校
・
家
庭
・

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
具
現
化

し
た
取
組
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
、
掲
げ
て
い
く
予

定
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
す
。

地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
学
校
生

活
の
た
め
に
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地域とともにある学校づくりを目指して03

柳
津
町
で
は
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
運
営
に
つ
い
て

協
議
す
る「
学
校
運
営
協
議
会
」と
い
う
会
議
体
を
設

置
し
て
い
る
学
校
を
い
い
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
」へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
有
効
な
仕
組
み
で
す
。

町
で
は
柳
津
小
・
西
山
小
・
会
津
柳
津
学
園
中
を

一
つ
と
し
た「
や
な
い
づ
学
校
運
営
協
議
会
」と
い
う

名
称
で
、
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
度

も
金
子
勝
之
会
長（
砂
子
原
）と
塩
田
恵
介
副
会
長

（
寺
家
町
）を
中
心
に
、
１８
名
の
委
員
で
、
通
算
５
回

の
協
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〜
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
〜

学
校
と
地
域
が
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
地

域
の
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
で
学
校
を
支
援
し
て
い

く
と
と
も
に
、
子
ど
も
達
や
学
校
の
力
を
地
域
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
な
い
づ
学
校
運
営
協
議
会
は
、
今
後
も
情
報
発

信
に
努
め
て
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
併
せ

て
、
学
校
と
地
域
の
未
来
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推

進
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
民
み
ん
な
で
一
緒
に
子
ど
も
達
を
育
て
ま
し

ょ
う
。

～地域の力を学校に・学校の力を地域に～
目指す子どもの姿

【　学　び　】 【　心　】

○好きなことを見つけ、チャレン
ジする子ども

○楽しく多様な学びをする子ども
○「コレナニ？」をさがし、調べる

子ども

○自分を好きになる子ども
○笑顔であいさつする子ども
○友達を思いやり感謝する子ども

【　体　】 【　郷土愛　】

○健康で元気な子ども
○よく食べ、よく動き、よく寝る

子ども
○何事にもねばり強く取り組む子

ども

○やないづを知り、愛する子ども
○やないづの良さをほこれる子ども
○地域にふれ合い、つなぐ子ども
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会津坂下ロータリークラブから通学旗や児童用傘、傘立てが寄贈されました04

１
月
２６
日（
金
）、
会
津
坂
下
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
小
池
久
昭
会
長
と
栗
田
恭
佑

幹
事
は
じ
め
役
員
の
方
々
が
町
役
場
を
訪

れ
、
通
学
旗
２０
本
、
児
童
用
傘
４０
本
、
傘

立
て
２
台
を
町
内
の
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

小
池
会
長
は
、「
児
童
の
交
通
安
全
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
小
林
町
長

と
神
田
教
育
長
に
手
渡
さ
れ
、
小
林
町
長

と
神
田
教
育
長
は
、「
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

台北大学学生と国際交流05

１
月
２３
日（
火
）、
柳
津
小
学

校
５
年
生
と
福
島
大
学
・
台
北

大
学
の
学
生
と
の
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
台
北
大
学
学
生
は
交
流

の
あ
る
福
島
大
学
学
生
と
奥
会

津
を
訪
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
は
会
津
や
柳
津
に
つ
い
て
英

語
で
会
話
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

っ
て
い
ま
し
た
。
普
段
機
会
の

少
な
い
海
外
の
文
化
な
ど
を
知

る
す
ば
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
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（敬称略）
賞 作品名 作　者

柳津町長賞 冬の使者 長谷川　スミ子
柳津町議会議長賞 ミステリー 鈴　木　金　嗣
柳津町教育長賞 もーメロメロ 新井田　　　敏
柳津町中央公民館長賞 文化財防火訓練 佐　藤　長　八
柳津町文化協会長賞 カタクリの花 舩　木　久美子

（敬称略）
賞 俳　号 氏　名

柳津町長賞 美　作 山　名　定　喜
柳津町議会議長賞 みはる 伊　藤　由美子
柳津町教育長賞 泰　花 齋　藤　泰　子
柳津町中央公民館長賞 明　水 長谷川　明　水
柳津町文化協会長賞 美　世 目　黒　ミ　ヨ

奥会津の冬の祭典 第44回会津やないづ冬まつり06

２
月
３
日（
土
）に
道
の
駅
会
津

柳
津
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
第
４４
回

会
津
や
な
い
づ
冬
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
制
限

の
な
い
開
催
と
な
り
、「
会
津
田
島

太
鼓
の
演
奏
」「
節
分
豆
ま
き
大
抽

選
会
」「
だ
ん
ご
さ
し
」「
花
火
大
会
」

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
会
場
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

写 

真 

展

俳 

句 

展
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（敬称略）
受賞名 氏名 作　品 老人クラブ

柳津町長賞 佐　藤　幸　義 手さげカゴ（くるみ柳） 久保田
柳津町議会議長賞 佐々木　芳　子 かばん 東
柳津観光協会長賞 小　島　倉　一 ホウキ 猿　倉
柳津町商工会長賞 目　黒　照　夫 マタタビカゴ 飯　谷
柳津町社会福祉協議会長賞 小　林　トシヱ かご 若　葉
柳津町老人クラブ連合会長賞 目　黒　タイ子 袷袖無（あわせそでなし） 飯　谷
福島県老人クラブ連合会長賞 金　子　則　夫 そば盛皿 若　葉
日本赤十字社福島県支部長賞 爲　田　和　子 かっぽう着 寿
福島民報社賞 二　瓶　いみ子 手下げかご 若　葉
福島民友新聞社賞 星　　　孝　男 タネモノ入 久保田

最高齢者賞（男女各１名）
目　黒　照　夫 スカリ 飯　谷
鈴　木　キヌヨ きり絵 若　葉

アイデア賞
佐　藤　百合子 壁掛け花カゴ 久保田
五十嵐　セイ子 折鶴箸ケース やなぎ
佐　藤　正　喜 ネズミ 駅通り

特別賞
鈴　木　孝　子 ストラップ 郷　戸
岩　佐　節　子 うさぎ 東

入　賞
佐　藤　シゲ子 収穫カゴ 久保田
鈴　木　庄　悦 ざる 駅通り
佐　藤　美智子 PPカゴ 久保田

小学校の部 （敬称略）

学
年

金　　　賞 銀　　　賞 銅　　　賞

学校名 氏　名 学校名 氏　名 学校名 氏　名

1 柳津小学校 渡　部　莉　成
柳津小学校 林　　　賢　優 柳津小学校 齋　藤　陽　也

柳津小学校 鈴　木　未　来
西山小学校 松　野　いちか 柳津小学校 渡　部　　　陽

2 柳津小学校 齋　藤　大　槇
柳津小学校 黒　澤　陽　向 柳津小学校 田　﨑　衣　織

柳津小学校 新井田　彩　奈
柳津小学校 目　黒　なつの 柳津小学校 佐久間　結　愛

3 柳津小学校 田　﨑　愛　華
柳津小学校 五十嵐　悠　真 柳津小学校 伊　藤　六　花

柳津小学校 齋　藤　愛　依
柳津小学校 牧　野　允　柾 西山小学校 山　内　真　文

4 柳津小学校 齋　藤　希　帆
柳津小学校 齋　藤　穂　菜 柳津小学校 佐々木　旺　佑

柳津小学校 二　瓶　昴　河
柳津小学校 樋　　　蒼　人 柳津小学校 渡　部　　　樹

5 柳津小学校 芳　賀　咲結実
柳津小学校 五十嵐　楓　花 柳津小学校 東　　　遼　人

柳津小学校 飯　塚　絢　音
西山小学校 大　井　優　心 西山小学校 小　林　結　愛

6 柳津小学校 渡　部　栞　帆
柳津小学校 齋　藤　いろは 柳津小学校 長谷川　凛　音

柳津小学校 牧　野　兼　伸
柳津小学校 鈴　木　小　春 柳津小学校 鶴　見　　　渉

中学校の部 （敬称略）

学
年

金　　　賞 銀　　　賞 銅　　　賞
学校名 氏　名 学校名 氏　名 学校名 氏　名

1 会津柳津学園中学校 齋　藤　ひなた 会津柳津学園中学校 田　﨑　颯　華
会津柳津学園中学校 長谷川　倖　奈
会津柳津学園中学校 目　黒　美　結

2 会津柳津学園中学校 小　林　　　巧 会津柳津学園中学校 牧　野　友　香
会津柳津学園中学校 栗　城　友　彩
会津柳津学園中学校 白　岩　俐　穏

3 会津柳津学園中学校 赤　城　なつみ 会津柳津学園中学校 渡　部　愛　琳
会津柳津学園中学校 岩　佐　陽　愛
会津柳津学園中学校 小　池　海　緒

書 初 展

老人作品展

▲柳津町長賞

▲最高齢者賞（女性）

▲柳津町老人クラブ
連合会長賞



柳津町からのお知らせ
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こころ、疲れていませんか？

３月は、
『自殺対策強化月間』です

３月から４月にかけて木々に新芽が出る早春の時期を「木の芽時（このめどき）」といいます。この時期は、
気温の寒暖差の変化や環境の変化により体がストレスを感じ、自律神経を崩しやすくなります。

こころの疲れは、自分では、気づきにくいこともあります。
家族や友人、会社の同僚など『あなたの身近な人』に次のような様子はありませんか？

□ 原因不明の身体の不調が長引く（訴える）
□ 人を避けるようになる
□ 怒りっぽくなり、イライラしている
□ 酒の量が増える
□ 遅刻や早退、休みが多くなる
□ 寝つきが悪い。早朝に目覚める
□ みだしなみがだらしなくなる、不潔になる
□ 「自分はダメな人間だ」など自己評価が低くなる
□ 仕事の能率が低下した、ミスが多くなった、
　 ため息ばかりついている

春の寒暖差は体に様々なストレスを与え、
寒暖差に伴う気圧の変化で自律神経の働きが乱されます。

・入学　・１人暮らし
・退職　・就職　・転勤
・昇進　・引っ越し

・ＰＴＡ　　　　・上司が変わる
・近所づきあい　・新人が入る
・ママ友　　　　・同僚が変わる

自律神経のバランスが崩れたところに、『慣れない生活への不安』『人間関係の変化』といった環境の変
化からくるストレスが少しずつ積み重なると、気づかぬうちに心身が疲れていきます。

自殺の原因には、うつ病やうつ状態が関係していると考えられています。
悩みを抱えて、こころが苦しいと感じた時、一人で抱え込まずに、専門の相談窓口に相談してください。

相談することで、悩みの問題が整理されたり、悩みの解決の糸口が見つかるかもしれません。
【相談窓口】

このような症状が続く時は 『こころが疲れてい
るサイン』 です。

家族や職場の上司・同僚など身近な人のちょっ
とした変化に 『気づき』 『話に耳を傾け』 必要に応
じて専門機関に 『つなげる』 、そして 『温かく見
守る』 ことで、大切な人を
守ることができます。

気候の変化

環境の変化 人間関係の変化

健康相談
（電話・面接）

柳津町役場町民課保健衛生係 ℡0241-42-2118 月曜日～金曜日
（祝祭日を除く）
8：30～17：15

会津保健福祉事務所 ℡0242-29-5275
精神保健福祉センター ℡024-535-3556

電話相談
こころの健康相談 ℡0570-064-556 9：00～17：00

18：30～22：00（平日のみ）

福島いのちの電話 ℡024-536-4343 10：00～22：00（年中無休）
22：00～翌日10：00（毎月第3土曜日）

※その他の相談窓口については、福島県Ｗｅｂサイト「こころの健康相談について」をご参照ください。



ほけんだより
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▶︎日常生活の中で予防できること
・肥満の改善

肥満がある場合は体重３～５％減で血液データの値が
改善する可能性あり。野菜に多く含まれる食物繊維は、
つい食べ過ぎてしまう脳を修正する働きがあります。

・食事は腹八分目、規則正しく、バランスよく
・動物性の脂や単純糖質、異性化糖の摂取を控える
・減塩　〈１日の食塩摂取目標量〉
　　　　男性：7.5ｇ未満　女性：6.5ｇ未満
　　　　高血圧糖治療の方は６ｇ未満

①塩分量を知ろう　 普段よく食べる食品や調味料の塩分量を知ることは減塩の第一歩です。

②ごはん食を中心にしよう ごはんの塩分は０ｇ。
食パン６枚切0.8ｇ、干しうどん１束（ゆで）1.2ｇの塩分が含まれます。

③汁物や麺類の汁は残すようにしよう 味噌汁は１杯１～２ｇ、ラーメンの汁は５～７ｇの塩分が含まれます。

④野菜摂取で食塩を排泄しよう 野菜、果物、海藻に多く含まれるカリウムは、塩分の排泄を促します。
※腎疾患のある方は主治医にご相談ください。

⑤食べ過ぎないようにしよう 食べる量が多ければその分塩分量も増えます。腹八分目を心がけましょう。

⑥調味料は食材の表面につけよう

調味料を食材の表面につけることで、舌に直接塩味を感じやすくな
ります。肉や魚は焼き目をつけてから塩をふる、おひたしなどは“か
ける”より“つける”など。しょうゆ用スプレーボトルは、使用する
しょうゆの量を減らすことができるため効果的です。

⑦汁物は具だくさんにしよう 汁の量を減らすことができるうえに、野菜のうまみで塩分を控える
こともできます。

⑧香辛料や酸味、
　香味野菜を活用しよう

こしょう・辛子・カレー粉などの香辛料や、酢・レモンなどの酸味
で風味を加えたりすれば、塩分控えめでもおいしく食べられます。

⑨だしを活用しよう だしのうま味効果で薄味でもおいしく食べることができます。ただ
し、顆粒だしは塩分を含むものもあり注意が必要です。

⑩減塩食品を活用しよう
ハムやウインナー、ちくわ、さつま揚げなどの練り製品にも塩分が
多く含まれます。量を控えたり、減塩タイプのものを使用すること
で減塩に繋がります。

第12回　動脈硬化を予防しよう　高血圧編－③　

先月号では、食塩の摂り過ぎが高血圧の原因の一つとなることを学びました。
今回はどのようにすれば減塩できるか具体的な方法をみていきましょう。

命にかかわる心筋梗塞・狭心症  - 生活習慣の改善で予防しよう-

肥満　　　　　　 血圧
中性脂肪・コレステロール
血糖・HbA1c　　 尿酸

これらが基準値外であると動脈硬化が進
行するリスクが高まります。

1 年 間 の ま と め
福島県は虚血性心疾患の死亡率が全国１位で、
柳津町においても高い状況にありますので、
発症しないよう動脈硬化予防が大切です！

まず自分の体を知ることがスタートです。令和６年度も例年どおり６月と10月に総合健（検）診を行う予定
でおりますので、ぜひ受診して自分の体を知り健康管理をしていきましょう。
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令和５年分確定申告の納期限と振替日のお知らせ

只見線利活用計画に関するアンケートのお願い

01

02

令和５年分の確定申告期限と納期限は
　●申告所得税および復興特別所得税・贈与税　  ３月15日（金）
　●消費税および地方消費税　　　　　　　　　  ４月  1日（月）　となります。

なお、納税には、便利で確実な振替納税をご利用ください。一度手続きをしていただければ、継続して利
用できます。

令和５年分確定申告分の振替日は
　●申告所得税および復興特別所得税　　　　　  ４月23日（火）
　●消費税および地方消費税　　　　　　　　　  ４月30日（火）　となります。

振替納税は、預貯金残高を確認しておくだけで金融機関の預貯金口座から自動的に納税ができる大変便利
な制度です。簡単な手続きで利用できますので、会津若松税務署（管理運営部門）にご相談ください。

なお、すでに申告所得税および復興特別所得税または消費税および地方消費税について振替納税をご利用
の方は、確実に振替納付ができるよう、事前に預貯金残高をご確認ください。

【参考】令和５年分確定申告の納期限など

問　会津若松税務署　℡０２４２－２７－４３１１

令和５年度から９年度の５ヶ年計画で実施している只見線利活用計画に関する簡
単なアンケートについてご回答のご協力をお願いします。

回答いただいた方の中から抽選で10名の方へ只見線グッズをプレゼントします。

問　福島県只見線管理事務所　℡０２４２－９３－５１５５
　　　　　　　　　　　　　　メール　tadamisen@pref.fukushima.lg.jp

区　分 納期限 振替日 延納期限

申告所得税および
復興特別所得税 令和６年３月15日（金） 令和６年４月23日（火） 令和６年５月31日（金）

贈与税 令和６年３月15日（金） － －

消費税および
地方消費税 令和６年４月１日（月） 令和６年４月30日（火） －



情報プラザ
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出前講座のご案内

多重債務・貸金業に関する相談窓口のご案内

04

03

財務省東北財務局福島財務事務所では、「おこづかい帳をつけよう」「日本の財政を考えよう」「お金の知識
について～キャッシュレス時代のお金の知識～」「家計管理と資金計画」「金融犯罪（なりすまし詐欺等）被害
防止」など、小学生から高齢者まで様々な方を対象に出前講座を行っています。

費用は一切かかりませんので、お気軽にお問い合わせください。

問　財務省東北財務局福島財務事務所　総務課　℡０２４－５３５－０３０１

財務省東北財務局福島財務事務所では、次のような相談を受け付けています。
秘密厳守、相談無料です。一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

　●返済しきれない借金に関すること
　●貸金業者や、いわゆる「ヤミ金融」業者に関する情報
　●不正に利用されている預貯金口座に関すること

■相談窓口　　福島市花園町5－46　福島第二地方合同庁舎５階
　　　　　　　財務省東北財務局福島財務事務所　理財課
■受付時間　　月曜日～金曜日（祝日、年末年始除く）　８：30～12：00、13：00～16：30
■電話番号　　０２４－５３３－００６４（多重債務者相談窓口専用）

相続登記に関するＱ＆Ａ05
相続した土地を弟と均等に分けたい
Q　親から相続した土地を、面積が２分の１になるように、弟と均等に分けたい。
A　まずは、福島県土地家屋調査士会のWebサイト（https://fksimaty.or.jp）にて、お近くの土地家屋調査

士を探すなどしてから、その土地家屋調査士へご相談ください。法務局、役所にある協会に関する資料
などを調査のうえ、その資料に基づき一筆（全部）の境界を確認します。境界杭が亡失した場合は、境界
立会いや資料に基づき、境界を復元します。そして、お隣の土地の所有者などにその境界について同意・
承諾をもらいます。その後、各々の土地面積が２分の１になるように地積測量図を作成し、確認いただ
ければ土地分筆登記を法務局へ申請します。

※「令和６年４月１日から相続登記が義務化されます。」「あなたと家族をつなぐ相続登記」
　（https://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00435.html）

問　福島県土地家屋調査士会　℡０２４－５３４－７８２９
　　福島地方法務局　　　　　℡０２４－５３４－２０４５



14

柳津町内企業等求人情報07

※上記は、職業安定法（昭和22年法律第141号）に定める職業紹介やあっせんを行うものではなく、あくまでも町内企業な
どへ求人情報を発信する場を提供するものです。各求人情報の詳細は、直接お問い合わせください。

求 人 者 名 特別養護老人ホーム福柳苑
勤務地（所在地） 柳津町大字飯谷字前林甲370 （所在地は勤務地に同じ）
職 種 調理員 介護員
雇 用 形 態 正社員 アルバイトパート 臨時職員

雇 用 期 間
随　時

～
令和７年３月31日

随　時
～

令和７年３月31日

令和６年４月１日
～

令和７年３月31日

応 募 資 格
調理師（必須）
栄養士（必須）

年齢不問

調理師（あれば尚可）
年齢不問

介護職員初任者研修
（あれば尚可）

18歳以上
給 与・ 賃 金 等 月給  170,000円～ 時給  1,000円～ 日給  7,000円～

福利厚生・待遇 雇用/労災
健康保険/厚生年金

雇用/労災
健康保険/厚生年金

雇用/労災/健康保険
厚生年金/退職年金

産休育休取得事例あり
休 日 休 暇 週休２日制
問 合 先 ℡０２４１－４１－１１６５　中川（事務）

森林講演会のご案内06
テーマ：「奥会津地域の森林のポテンシャル！資源利用と空間利用の観点から」

奥会津五町村活性化協議会では、奥会津地域の森林再生・活性化を図り、森林資源を活かした取組みを活
発にさせるため、奥会津森林資源利活用事業を実施しています。

これからの森林は多面的な利用が必要であることから、「奥会津地域の森林のポテンシャル！資源利用と空
間利用の観点から」を全体テーマとした森林講演会を開催します。

■日　　時：３月４日（月）　14：00～16：30
■場　　所：やないづふれあい館　多目的ホール
　　　　　　（〒969-7201　福島県河沼郡柳津町大字柳津字下平乙242-2）

◆講師紹介
〇木村憲一郎 氏（所属：福島林業研究会 博士（農学））
　題名：奥会津地域の森林・林業の特徴とこれからの利用

〇早舩真智 氏（所属：国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所）
　題名：国際市場の変化と地域材流通のあり方

〇平野悠一郎 氏（所属：国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所）
　題名：森林空間利用の新展開：外部からの訪問・体感利用の多様な発展と可能性

問　奥会津五町村活性化協議会事務局（福島県大沼郡金山町大字中川字上居平933）
　　℡０２４１－４２－７１２５ ／ メール　tdrsk@okuaizu.net

申
し
込
み
は

こ
ち
ら

各講師の講演内容は
こちら

（歳時記の郷Webサイト）
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宮下病院だより09
頭痛について　　　　　　　　　　　　　　　    県立宮下病院　医師　髙橋　嶺馬

日本の慢性頭痛患者は約4,000万人と推定されています。４町村(三島町、金山町、昭和村、柳津町)に当
てはめると、おおよそ2,300名の方が慢性頭痛を有していることになります。

日本の大規模疫学調査では、片頭痛患者の約7割は頭痛で医療機関を受診したことがなく、約６割は市販
薬のみで対処していることが示され、これらの病気は我慢しなければならない疾患と思われがちですが、片
頭痛を含む多くの慢性頭痛は、治療により改善したり予防したりできる可能性が高い疾患です。

一度、宮下病院へ相談に来ていただければ、長年悩んでいた頭痛が改善するかもしれません。頭痛で医療
機関に受診したことのない方は、この機会にぜひ受診してみてください。

寝タバコは絶対にしない

逃げ遅れを防ぐために、
住宅用火災警報器を設置する

ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する

寝具や衣類からの火災を防ぐ
ため、防炎製品を使用する

ガスコンロなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消す

火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器等を設置する

お年寄りや体の不自由な人を守る
ために、隣近所の協力体制を作る

消防署より －令和６年春季全国火災予防運動－08
期間：３月１日（金）～３月７日（木）

３月１日から７日までの１週間、全国一斉に「春の火災予防運動」が実施されます。
まだまだ寒さが残り、家庭や職場でストーブなどの暖房器具を使用する機会が多く、また、空気が乾燥

し、ちょっとした不注意から火災が発生しやすくなります。
火の取り扱いには十分注意し、火の用心を心掛けましょう。

全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。住宅用火災警報器を設置しましょう！
問　火事・救急・救助は１１９番へ！　会津坂下消防署柳津出張所　℡０２４１－４２－２１５０

令和５年度　全国統一防火標語
『　火を消して　不安を消して　つなぐ未来　』

住宅防火　いのちを守る７つのポイント　－３つの習慣・４つの対策－
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やないづ防災
行政アプリ

やないづ防災
行政メール配信

柳津町公式
LINE

柳津町公式
インスタグラム

広報誌配信アプリマチイロ
（左 Android、右 iOS）

ご寄附（１月分・敬称略・掲載可能者のみ）戸籍の窓（１月届出分・敬称略・掲載可能者のみ）

柳津町のアプリ・SNSをぜひご利用ください！

■町立柳津小学校へ

ご遺志

齋　藤　　　寛　（石　神）

一般寄附

大　谷　翔　平　【野球グローブ】

会津坂下ロータリークラブ
【通学旗、児童用傘、傘立て】

■町立西山小学校へ
一般寄附

原　　　　　忠　（砂子原）
【児童図書『マンガ日本の古典』】

大　谷　翔　平　【野球グローブ】

会津坂下ロータリークラブ
【通学旗、児童用傘、傘立て】

■町立会津柳津学園中学校へ
ご遺志

齋　藤　　　寛　（石　神）

■町社会福祉協議会へ
ご遺志

石　川　　　薫　（一王町）

齋　藤　　　寛　（石　神）

義援金・救援金

砂子原地区
【令和６年能登半島地震災害義援金（日本赤十字社へ）】

■ご誕生

長
ハ セ ガ ワ

谷川　蒼
ソ

　空
ア

　（細越	・大也と恭佳の子）

二
ニ ヘ イ

瓶　愛
ア オ ト

音　（小巻・涼太と円香の子）

■ご結婚
佐藤　康徳（椿） ♥ （旧姓：尾崎）希（栃木県）

■ご逝去
佐　藤　　　全 87 （　椿　）

石　川　キヌ子 88 （一王町）

齋　藤　秀　夫 72 （石　神）

３月の納期限は４月１日（月）です
【口座振替引落日：３月25日（月）】

柳津町は納税完納推進の町です

納税により、皆さんの暮らしが成り立っています。
納期限内に納めましょう。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

問   総務課税務係　℡０２４１－４２－２１１３

住宅使用料 3月分 建設課建設係
℡０２４１－４２－２１１７

水道・公共下水道
使用料 2・3月分 建設課上下水道係

℡０２４１－４２－２１１７

農集排・林集排・
簡易排水使用料 3月分 建設課上下水道係

℡０２４１－４２－２１１７
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3月行事予定カレンダー （下段：休日救急診療当番医）

柳
津
ひ
さ
ご
吟
社
　
二
月
例
会

兼
題「
三
ケ
日
・

シ
ク
ラ
メ
ン
・
自
由
句
」

三
ケ
日今年

危
惧
さ
る
地
の
震
え

明
　
水

三
が
日
神
も
仏
も
孫
た
ち
も

美
　
作

三
ケ
日
老
い
て
も
凛
と
寒
椿

江
津
子

暦
年
の
安
寧
祈
る
三
ケ
日範　

人

三
ケ
日
家
族
で
囲
む
せ
ち
料
理

み
は
る

シ
ク
ラ
メ
ン

含
羞
み
な
が
ら
肩
を
寄
す

泰
　
花

シ
ク
ラ
メ
ン

窓
な
き
部
屋
を
明
る
う
す

美
　
世

冬
窓
を

華
や
か
染
め
し
シ
ク
ラ
メ
ン

由
美
子

シ
ク
ラ
メ
ン

陽
を
浴
び
双
手
い
っ
せ
い
に

桃
　
女

日 月 火 水 木 金 土
2／25 2／26 2／27 2／28 2／29 1 2

町議会第１回定
例会（～12日）

3 4 5 6 7 8 9
県立高校前期選
抜学力検査・面
接（～7日）

健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

県立宮下病院
（三島町）
℡0241-52-2321

10 11 12 13 14 15 16
中学校卒業証書
授与式／中学校

（9：30）

平野医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2243

17 18 19 20 春分の日 21 22 23
小・中学校修了式
小学校卒業証書授与
式／柳小・西小（9：30）

高田厚生病院
（会津美里町）
℡0242-54-2211

荒井医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2224

24 25 26 27 28 29 30
柳津・西山保育
所すだちを祝う
会

小・中学校離任式
健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

遠山眼科医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2011

31 4／1 4／2 4／3 4／4 4／5 4／6

もこぬま内科消化器
科医院（会津美里町）
℡0242-56-5622

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立宮下病院は、当日は通常診療は行わず、急患の方
だけを診療します。また、救急告示病院ですので、当番日以外でも急患の診療はします。

※各医院の都合により、当番が変更になる場合がありますのでご了承ください。
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